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～楽しみながら沿線のまちの絆を深めよう！～

８月31日「米坂線復活絆まつり」いよいよ開催！

令和４年８月の豪雨災害で被災し、今泉駅～坂町駅間が不通となっ

ているJR米坂線。その復旧に向けた機運を醸成するとともに、沿線等

市町村の魅力を相互に理解し、今後の連携を深め、交流人口を拡大す

ることを目的とした「米坂線復活絆まつり」が８月31日（土）に開催さ

れます！

まつり当日は、地元アーティストなどのステージイベントや、米坂線

沿線等市町村の特産品販売が一堂にそろうきずなマルシェ、キッチン

カー、転車台見学ツアー（要予約）など、米坂線とその沿線等市町村の

魅力を満喫できるイベントが盛りだくさんです。皆様お誘い合わせの

うえ、ぜひご来場ください！

■総務課 連携支援室 ☎ 0238-26-6019

米坂線の思い出を教えてください！
～「わたしたちの米坂線」エピソード募集～

米坂線を利用した旅行や通学の思い出、米坂線がある生活で起こっ

た心温まるできごとなど、米坂線にまつわる思い出エピソードを募集

しております。

応募いただいた方の中から、抽選で11名の方に、米坂線復旧の機運

醸成に取り組む沿線等11市町村の特産品５千円相当をプレゼント！

【応募期間】 ８月13日（火）まで

【応募方法】 HPの応募フォームまたは郵送

【あて先】 〒992-0012 米沢市金池7-1-50

米坂線復活絆まつり実行委員会事務局 あて

（山形県置賜総合支庁総務課連携支援室内）

HP

【日 時】 ８月31日（土）11：00～17：00

【会 場】 JR小国駅前広場

まつり詳細はこちら！
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自動車運転の未来を考える！
電動モビリティ地域共創コンソーシアム総会・講演会を開催

山形県、飯豊町及び電動モビリティシステム専門職大学の３者は、産学官金民が一体

となり地域産業の振興と地域活性化に向けて取り組んでいくため、令和５年６月に「電

動モビリティ地域共創コンソーシアム」を設立しました。

７月25日(金)に総会・講演会を開催し、一般社団法人日本自動車研究所代表理事・研

究所長の鎌田実さんよりご講演いただきました。

「自動車運転の現状と展望」をテーマとした講演では、「自動運転はあくまでもツール

であり、地域の課題解決のためにモビリティをどうしていくべきかを明確にすべき」「モ

ビリティに関する様々な取組みがなされているが、多数存在する困難な社会問題のど

こに役立つのかが明確でないと、実証実験で終わってしまうおそれがある」「国・自治体

の財政難、地域住民の要望等の制約がある中、望ましい姿を構築することが重要」と

いった提言がありました。

コンソーシアムでは、小中高生向けのＡＩプログラミング学習体験を10月に開催予定

です。

２ 新潟村上いわふね・山形おきたまデジタルスタンプラリー

８月中旬から11月30日（土）までの間、置賜地域、新潟県村上・岩船地域の道の

駅等を巡るデジタルスタンプラリーを開催します。

スタンプを集めて応募すると抽選で各地域の特産品が当たります。

夏の海や秋の紅葉等、見どころいっぱいの両地域へぜひお出かけください！

■地域産業経済課 観光振興室 ☎ 0238-26-6046

■地域産業経済課産業振興担当 ☎ 0238-26-6043

スマホで簡単！夏のおすすめスタンプラリー
～スイーツトリップや道の駅めぐりはいかが？～

コンソーシアムのロゴが
決定しました！

観光振興室が事務局を務める山形おきたま観光協議会では、広域周遊観光を目

的として他県と連携したスタンプラリーを実施しています。夏のお出かけの際に、

スタンプラリーに参加してみませんか。

１ 南東北３県周遊イベント「至福のスイーツトリップスタンプラリー」

８月１日（木）から11月30日（土）までの間、山形県置賜地域、宮城県仙南地域、

福島県県北地域の「25市町村」を舞台に、地域のフルーツや食材を使用したスイー

ツを楽しめる企画をご用意しました。観光スポットもラリーの対象箇所になってい

ますので、併せてお楽しみください。

６月25日（火）に地元の音楽ユニット「風とたんぽぽ」が来庁され、制作した米坂線応援

ソング「世界へつなげ米坂線」のCDを贈呈いただきました。

この日は、実際にCDを鑑賞するとともに、米坂線復旧に向けた熱い思いなどをお話し

いただきました。

この曲は、「風とたんぽぽ」が米坂線早期全面復旧の署名活動をしている高校生がいる

ことを知り、応援ソングとして令和6年1月に制作されたものです。

「風とたんぽぽ」は、８月31日（土）に開催される「米坂線復活絆まつり」でもこの応援ソ

ングを披露されます。

地元音楽ユニット「風とたんぽぽ」が
米坂線応援ソングCDを制作！

左から「風とたんぽぽ」の武義和さんときむらいずみさん、
佐藤置賜支庁長

HPはこちら！

■総務課 連携支援室 ☎ 0238-26-6019
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地元企業が学校に出向き、生徒たちに職業体験プログラムを

体験してもらう「WAKU WAKU WORK in 米沢七中」を６月

21日（金）に米沢市立第七中学校の２年生69名を対象に開催し

ました。地元で活躍する大人から地元企業や働くことの魅力を

伝えることにより、将来の就職先として「地元」を意識してもらう

とともに、若者の地元定着・地元回帰を図ることを目的として実

施しています。米沢七中での開催は今回で３回目であり、大変好

評をいただいています。

置賜管内の製造、建設、福祉など、様々な業種の14事業所が

ブースを設置し、生徒は１ブース40分間のプログラムを２ブー

ス選んで体験しました。

参加生徒は、企業が趣向を凝らしたプログラムにメモを取った

り、積極的に質問したりするなど意欲的に取り組んでいました。

そんな生徒の姿に企業の方も大変感心している様子でした。こ

のほか、今年度は高畠中学校（昨年度に引き続き２回目）と白鷹

中学校（西置賜地区で初）での開催を予定しています。

■地域産業経済課 産業振興担当 ☎ 0238-26-6043

中学生が地元企業の仕事を体験
－WAKU WAKU WORK in 米沢七中－

ワ ク ワ ク ワーク イン

網戸の張替え体験

生花デザイン体験

■建設総務課 技術調整担当 ☎ 0238-26-６０９９

高校生が建設業の重要性を現場で学ぶ！～建設工事現場見学会～

建設業界の将来を担う若手技術者の就業促進と地元定着を

目的として毎年開催している、県立米沢工業高等学校の１年生

を対象とした（一社）山形県建設業協会米沢支部主催の「建設

工事現場見学会」が６月２１日（金）に開催され、５３名が参加し

ました（置賜総合支庁共催）。

当日は置賜地域４箇所の工事現場などを見学し、建設業の

重要性や実際の仕事内容、活用している技術などを学びまし

た。

県が行う工事では、令和４年８月に被災した米沢市入田沢の

国道１２１号や飯豊町小白川の大巻橋の復旧現場を見学し、被

災した施設や工事中の構造物を間近で見て、その迫力に驚き

の声があがりました。

また、大巻橋では、ドローン測量を活用して作成した現場の

完成予想図をＶＲ（バーチャルリアリティ）で体験するなど、建

設業における最新技術に触れ、実りある見学会となりました。

今後も同様の見学会を開き、建設業の魅力を発信していき

ます。
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県では、イノシシやクマ等による農作物被害防止を目的に、地

域を挙げて総合的な鳥獣被害対策に取り組む「地域ぐるみで行

う鳥獣被害対策支援事業」を実施しています。

６月21日（金）に、今年度のモデル地区の一つ「白鷹町小山沢

地区」において、地区住民や関係者約30名が参加し、第１回研

修会を開催しました。

株式会社地域環境計画の小野晋さんをアドバイザーとしてお

招きし、イノシシの生態等について講義を受けた後、集落内を歩

きながら、鳥獣被害が頻出する箇所の点検や対策の検討を行い

ました。

参加者からは「見通しをよくする草刈りが有効であることがわ

かった」「次回も参加したい」等の声が聞かれました。第２回研修

会は、10月頃に開催する予定です。

■農業振興課 地域農政担当 ☎ 0238-26-6049
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今後起こりうる災害に備えて！

置賜管内災害復旧事業担当者「模擬査定研修会」を開催

令和４年８月の豪雨は、川西町や飯豊町を中心に置賜地域の農地・農業用施設

に甚大な被害をもたらしましたが、早期の営農再開に向けて関係機関が一丸と

なって復旧に努めてきました。

全国的にも自然災害が頻発している状況を踏まえ、今後起こりうる災害に備え

るため、災害復旧事業の迅速かつ円滑な執行に向けた研修会を６月２７日（木）に

開催しました。

研修会には、県・市町・土地改良区の担当者約40名が参加し、災害復旧事業の

国への申請における留意点や、災害査定のやり取りと流れを模擬的に再現し、実

際の手順を確認するなど、担当者が実践的な対応方法を学び、災害発生時にお

ける早期の復旧に向けたスキル習得に取り組みました。

災害査定とは

農地・農業用施設の復旧事業の申請を受けた国が、現地において

被害の程度を確認、技術的に妥当な工法であるかの確認を行い、

適正であるかを査定するもの

令和４年に被災し、復旧が完了した長堀排水路

模擬査定時の写真

■農村計画課 地域保全班 ☎ 0238-35-9055

＼ストップ農作物被害！／

鳥獣被害対策は地域ぐるみで！



フードドライブとは

家庭で使う予定のない食品を集めて、フードバンク（支援を必要としている方

に食品を提供する団体）等に提供する活動
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廃棄物適正処理・３Ｒ推進ポスターを募集します！

ご家庭で余りものありませんか？
～フードドライブを実施します～

■環境課
☎ 0238-26-6035

夏は冷房器具の使用などにより、エネルギー消費量が増える時期です。毎日の生

活の中で、ご自身の体調やライフスタイルに合わせて、冷房時の室温は２８℃を目安

に設定する、テレビを見ない時や不要な照明はこまめに消すなど、家庭での節電の

取組みを始めてみませんか。

他にも、利用する機会が多い宅配便は、受け取る時間帯や場所の指定を活用して、

できるだけ１回で、まとめて受け取るようにするなど、今回ご紹介した例に限らず、

無理なくできそうな省エネ・節電の取組みを継続して行っていきましょう。
©YOC

山形県では、「ゼロカーボンやまがた２０５０」を宣言しています。これは、

2050年までに二酸化炭素の排出量実質ゼロを目指すものです。

見ないテレビは消す！

不要な照明もオフ！

環境課が事務局を務める置賜地区不法投棄防止対策協議会では、

廃棄物の適正処理と３Ｒに理解と関心を深めてもらうため、置賜

地域の小学４年生から中学３年生を対象としたポスターコンクー

ルの作品を募集しています。

優秀作品は、賞品を贈呈のうえ、不法投棄防止啓発のためのグッ

ズや看板のデザインとして活用します。また、応募者全員に参加賞

を進呈します。

９月６日（金）まで作品を募集していますので、奮ってご応募くだ

さい。

３R（スリーアール）とは？

Reduce（リデュース）：「ごみになるものを減らす」

Reuse（リユース） ：「繰り返し使う」

Recycle（リサイクル）：「資源の再利用」

の３つの「R」の総称のこと。
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令和５年度最優秀賞

■環境課 廃棄物対策担当 ☎ 0238-26-6034

まだ食べられるのに廃棄される食品（食品ロス）の量は年間約472万トンあり、国

民一人あたり毎日おにぎり約１個分（103g）の食品を捨てていることになります

（令和６年６月、農林水産省報道発表資料）。

ご家庭で食べる予定がない未開封のレトルト食品やお菓子、調味料などで、１か

月以上賞味期限が残っているものがありましたら、ぜひご提供ください。

集まった食品は、関係団体を通じて、食の支援を必要としている方に提供します。

■環境課 廃棄物対策担当 ☎ 0238-26-6034

詳細はこちら

お知らせ

【日時,場所】 ８月27日（火） 置賜総合支庁本庁舎
8月28日（水） 西置賜地域振興局

【対象】 食品、生活消耗品
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■保健企画課 健康長寿推進担当 ☎ 0238-22-3004

令和4年県民健康・栄養調査によると、山形県民は食塩摂取目標値より多く塩分を摂取し、野菜

摂取量は１日の目標値の350ｇより約60ｇ不足している状況です。

肥満や生活習慣病などを予防し、健康な生活を維持するために、減塩＋野菜摂取量増を目標に

日々の食事を一度振り返ってみませんか。

担当者のひとことコーナー
各地で夏祭りや花火大会が開催される季節になりましたね。私は学生時代に踊り手として花笠
まつりに参加していたので、今でもお祭りの時期になるとワクワクそわそわした気持ちになります。

8月は置賜地域でもたくさんの夏祭りが開催されます！ぜひ各所に足を運んでいただき、置賜
の夏をお楽しみください。ちなみに今月号特集の「米坂線復活絆まつり」は8月31日に開催です！

ほけんだより

自身の健康を振り返ってみませんか

塩の摂取を減らし、野菜料理をあと一皿追加することで健康な食事に一歩近

づけます。食事以外にも、運動習慣の定着や、禁煙チャレンジなど、自身ででき

そうなことに取り組んでみましょう。健康づくりは１日にして成らず。意識的に行

動し、継続して取り組むことが健康づくりの秘訣です。

置賜地域で令和４年に自殺で亡くなられた方は44人です。自殺の原因は

ひとつではなく、経済・生活・健康・家庭等の問題が複雑に絡み合っています。

自殺に至る直前、多くの方は「うつ病」等の精神疾患を発症していると言わ

れ、病気により正しい判断ができない状態になっています。自殺予防のため

には、“眠れない”、“憂うつだ”、“好きなことが楽しめない”など、心の不調の

サインに早い段階で気づく必要があります。

置賜保健所では、保健師の他に精神科医師による相談も行っています。

ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

【ご相談・問合せ先】

置賜保健所 地域保健福祉課

精神保健福祉担当

☎ 0238-22-3015

９月10日から16日は「自殺予防週間」です

結核とは、結核菌が体の中に入ることによって主に肺に炎症を起こす病気です。昔の病気とい

うイメージがあるかもしれませんが、今でも全国で年間10,000人以上の患者が発生しています。

結核はかつて不治の病といわれていましたが、現在は毎日きちんと薬を飲み続ければ治る病気

になりました。

厚生労働省は毎年9月24日から30日を「結核予防週間」と定め、結核に関する正しい知識の

普及啓発を図ることとしています。まん延防止には早期発見が重要です。自覚症状がなくても年

に1度は健康診断（胸部X線撮影）を必ず受けましょう。また、せきやたんが2週間以上続いたり、

微熱や体のだるさが続く場合は、早めに医療機関を受診しましょう。

「結核」は昔の病気ではありません！
～結核予防週間～

■保健企画課 感染症対策担当 ☎ 0238-22-3002

「こころの健康について
（置賜保健所）」HP

置賜総合支庁総務企画部総務課企画調整担当
住所：米沢市金池７丁目１-50
TEL：0238-26-6100 FAX：0238-24-1402


